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宮代町　子育て世代の話を聞く

埼玉県議会議員
岡 重夫氏

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
夢
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り

　

新
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

新
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
、
昭
和

は
、
昭
和
6262
年
の
新
白
岡
駅

年
の
新
白
岡
駅

開
業
に
合
わ
せ
て
分
譲
さ
れ

開
業
に
合
わ
せ
て
分
譲
さ
れ

た
地
域
で
、
街
並
み
も
美
し

た
地
域
で
、
街
並
み
も
美
し

く
、
ド
ラ
マ
の
撮
影
や
、
マ

く
、
ド
ラ
マ
の
撮
影
や
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
話
題
に
な
る
ほ

ス
コ
ミ
で
も
話
題
に
な
る
ほ

ど
で
す
。
し
か
し
、
人
口
減

ど
で
す
。
し
か
し
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
新
し
い
考
え
方

中
、
新
し
い
考
え
方

が
求
め
ら
れ
て
い
ま

が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
新
白
岡

す
。
特
に
、
新
白
岡

駅
周
辺
を
中
心
に
持

駅
周
辺
を
中
心
に
持

続
的
に
発
展
さ
せ
る

続
的
に
発
展
さ
せ
る

埼玉県知事
大野元裕氏

　

県
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

　

県
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
に
当
た
り
、
市
町
村
に
対

進
に
当
た
り
、
市
町
村
に
対

　
「
　
「
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

超
少
子
高
齢
社
会
の
様
々

超
少
子
高
齢
社
会
の
様
々

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

コ
ン
パ
ク
ト
・
ス
マ
ー
ト
・

コ
ン
パ
ク
ト
・
ス
マ
ー
ト
・

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
の
３
つ
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
の
３
つ
の

要
素
を
兼
ね
備
え
た
持
続

要
素
を
兼
ね
備
え
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
市

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
市

町
村
と
と
も
に
取
り
組
む

町
村
と
と
も
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

た
め
に
は
、
先
進
的
な
制
度

た
め
に
は
、
先
進
的
な
制
度

や
先
端
技
術
（

や
先
端
技
術
（
AIAI
・
デ
ジ
タ

・
デ
ジ
タ

ル
）
を
導
入
す
る
事
で
、
快

ル
）
を
導
入
す
る
事
で
、
快

適
で
安
心
し
た
生
活
が
出
来

適
で
安
心
し
た
生
活
が
出
来

る
〝
新
た
な
街
づ
く
り
〟
の

る
〝
新
た
な
街
づ
く
り
〟
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
い

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
今
後
、
白
岡
市
、

き
ま
す
。
今
後
、
白
岡
市
、

地
域
住
民
、
そ
し
て
県
が
一

地
域
住
民
、
そ
し
て
県
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。
藤
井
市
長
と
大
野
知
事

す
。
藤
井
市
長
と
大
野
知
事

と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
地

と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
地

元
発
展
の
為
に
全
力
で
取
り

元
発
展
の
為
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

組
ん
で
行
き
ま
す
。

し
て
技
術
面
や
財

し
て
技
術
面
や
財

政
面
な
ど
で
支
援

政
面
な
ど
で
支
援

す
る
。
大
野
知
事
は

す
る
。
大
野
知
事
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
・
拡
大
に
意
欲
を

進
・
拡
大
に
意
欲
を

示
し
て
い
る
。

示
し
て
い
る
。

白岡版スーパー・
シティ構想

埼玉県が支援

住んでいる方々も地域
を愛し、大切に暮らし
ている様子が伺えます

【
コ
ン
パ
ク
ト
】　
必
要
な
機

能
が
集
積
し
ゆ
と
り
あ
る

「
魅
力
的
な
拠
点
」
を
構
築
。

【
ス
マ
ー
ト
】　
新
た
な
技
術

の
活
用
な
ど
に
よ
る
「
先
進

的
な
共
助
」
を
実
現
。

【
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
】　
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

「
持
続
可
能
な
地
域
」
を
形
成
。

　

２
月
１
日
、
風
の
冷
た
い

朝
で
し
た
。
新
白
岡
の
交
差

点
で
朝
の
挨
拶
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
藤
井
白
岡
市
長
が

一
緒
に
立
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
交
差
点
を
通
る
小
中
学

生
や
通
勤
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
～
自
動
車
の
中
か
ら
藤

井
市
長
の
顔
を
見
て
驚
く
人
も

多
く
い
ま
し
た
。

　

藤
井
市
長
は
「
こ
れ
ま
で

様
々
な
重
要
場
面
で
岡
県
議
に

は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
恩
返
し
で
す
」
と
明

る
く
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
藤
井

市
長
は
、
気
さ
く
な
性
格
で
誰

に
も
声
を
か
け
る
明
る
い
性
格

で
す
。
一
方
、
芯
の
強
い
政
治

家
で
も
あ
り
、
住
民
か
ら
の
信

頼
が
厚
い
の
が
強
み
で
も
あ
り

ま
す
。
人
同
士
の
信
頼
関
係
は

と
て
も
大
事
で
す
。

　

藤
井
市
長
を
支
え
て
活

動
す
る
市
議
会
議
員
、
そ

し
て
私
と
、
藤
井
市
長
の

信
頼
関
係
は
し
っ
か
り
と

築
か
れ
て
い
ま
す
。
更
に

は
、
藤
井
市
長
は
大
野
知

事
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
現
在
、
白
岡

市
は
大
き
く
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

藤
井
市
長
と
大
野
知
事
と

の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
地
域

の
発
展
の
た
め
に
全
力
で

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

交差点で朝の挨拶

岡
し
げ
お 

活
動
レ
ポ
ー
ト

歩
い
て  

話
し
て

　
　
　
ひ
と
つ
ず
つ

　白岡市と宮代町への企業進出の提案が多くなりまし
た。東北自動車道や圏央道に近いことや、広大な農地が
あることなどが魅力のようです。企業の事業拡大など、
将来を見越しての進出計画の提案は、地元にとっても明
るい・嬉しい話題です。
　白岡市、宮代町は本当に可能性を持った地域です。県
議として活動できることに誇りを持っています。12/25

　宮代町の西粂
原地区の御成街
道に地元の人た
ち が“魔のカー
ブ” と 呼 ぶ カ ー
ブ が あ り ま す。
地 元 の PTA 会
長の近藤さんか
ら「先日はカー
ブで大きな事故
が起きた。子供
たちの通学路の
横断歩道の塗装
も消えてしまい

危険なので安全対策を早急にして欲しい」と要望を頂
きました。杉戸警察署と連携し現場調査を実施しても
らいました。予算を県に要望して、今回カーブに反射
板を設置したり、路面の “カーブ注意” の表示をし、
更には横断歩道の塗装も行いました。2022/9/16

　

岡
し
げ
お
県
議
は
、
ご
夫
婦

で
３
年
半
も
の
間
自
宅
で
お
母

さ
ま
を
介
護
さ
れ
、
昨
年
末
に

98
歳
で
看
取
ら
れ
た
と
い
う
誰

も
が
簡
単
に
ま
ね
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
経
験
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
介
護
の
現
場
の
こ
と
や
介

護
職
に
携
わ
る
方
の
処
遇
問
題

な
ど
、
そ
の
言
葉
に
は
重
み
が

あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
岡
県
議
を
通
じ
て
県

庁
の
職
員
か
ら
高
齢
者
福
祉
に
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白岡市老人クラブのウオーキング大会に参加

コメ作りに対する愛情。若手の後継者
から美味しいコメ作りの極意を聞く

地域コミュニティの場になっているラジオ体操
「元荒川・星川をきれいにする会」
の皆さんと河川敷の除草作業

歩いて　話して　ひとつずつ
岡しげお 市民とともに

教
育
委
員
会
改
革

関
し
て
の
県
の
施
策
や
、
行
政

の
役
割
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
高
齢
者
へ
の
施
策
が
充
実

し
、
市
民
が
生
き
生
き
と
楽
し

く
過
ご
し
て
い
る
先
進
地
事
例

な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
白
岡
市
で

は
何
が
必
要
で
、
何
が
で
き
る

か
と
、
高
齢
者
福
祉
を
議
員
活

自
身
の
介
護
の
経
験

か
ら
福
祉
に
力
を

　

令
和
４
年
定
例
議
会
に
お
い

て
「
教
員
の
不
適
切
指
導
及
び

学
校
現
場
で
の
自
傷
行
為
」
を

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
白
岡
市
の
管
轄
で

あ
る
東
部
教
育
事
務
所
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
に
も
、
な
ん
の

処
分
も
な
い
ま
ま
教
壇
に
立
つ

現
状
の
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

特
に
東
部
教
育
事
務
所
の
重
点

動
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
単
に
「
高
齢
者
」
と

ひ
と
く
く
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
働
き
、

子
育
て
を
し
、
税
金
を
納
め
、

今
の
日
本
を
築
い
て
き
た
方
々

に
は
、
そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
が
あ
り
ま
す
。
一
日
も
長
く

健
康
寿
命
を
保
ち
、
住
み
慣
れ

た
街
で
、
親
し
い
人
た
ち
と
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る

街
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。　
　
（
石
原
と
み
こ
）

事
項
に
は｢

教
職
員
の
不
祥

事
根
絶｣

が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
や
い
じ
め

等
、
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て

い
る
隠
蔽
体
質
と
責
任
転
嫁
の

根
絶
。
ま
た
、
教
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
も
真
剣
に
取
組

み
、
真
に
児
童
生
徒
の
た
め
の

学
校
に
な
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
埼
玉
県
議
会
会
派

代
表
質
問
に
お
い
て
、
岡
し
げ

お
県
議
が
県
教
育
事
務
所
と
県

教
育
委
員
会
の
組
織
改
革
の
必

要
性
を
訴
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。　
　
　
（
野
々
口
ま
ゆ
み
）

野々口議員、岡県議、藤井白岡市長

ディベロッパの提案

岡しげお
活動日記

安全対策の要望実現


